
石川家の養子である結
は不幸な生い立ちでか
わいそうと言われる。
家族には血のつながり
が必要か、離れていて
も家族といえるか、さ
まざまな家族の形につ
いて考えさせられます。

神様のパッチワーク ３人のママと
３つのおべんとう
クク　チスン／作
ブロンズ新社

仕事や家事・育児に奮
闘するお母さんたちの
春の１日を、やさしい
タッチ・色彩で、描い
た絵本です。日常の
なにげないひとコマが、
愛おしく感じられてき
ます。

わたしも、
昔は子どもでした。

『子どものしあわせ』編集部／編
香山　リカ／〔ほか著〕

かもがわ出版

香山リカ、上野千鶴子、落合
恵子など、昔、子どもだった
17人のおとなたちが、自身
の子ども時代を振り返りなが
ら、子どもにとって本当に大
切なことを語ります。イラス
トは、いわさきちひろの娘さ
ん松本春野さんです。

繊細さんが
「自分のまま」で生きる本

「今つらくても、大丈
夫」「繊細さんの本」で
話題の著者が伝える心が
ラクになる生き方。繊細
な人が、本音と感性を育
てて、のびのびと生きる
方法を優しく教えてくれ
ます。

図書館だより
町立図書館　☎286-3405

武田　友紀／著
清流出版

図書館職員が
選んだおすすめ
図書を紹介

山本　悦子／作
ポプラ社

　

宅
配
業
者
か
ら
不
在
通
知
メ

ー
ル
が
届
い
た
。
メ
ー
ル
に
記
載

さ
れ
た
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
す

る
と
、
画
面
が
真
っ
白
に
な
っ
た

の
で
、
す
ぐ
に
画
面
を
消
し
た
。

カ
ー
ド
情
報
な
ど
は
入
力
し
て

お
ら
ず
、
今
の
と
こ
ろ
身
に
覚
え

の
な
い
請
求
な
ど
も
来
て
い
な

い
。
今
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

（
20
歳
代　

男
性
）

　

相
談
者
に
は
、
携
帯
電
話
会
社

に
身
に
覚
え
の
な
い
キ
ャ
リ
ア

決
済
（
通
話
料
金
と
一
緒
に
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
の
代
金
を

支
払
え
る
サ
ー
ビ
ス
）
が
発
生
し

て
い
な
い
か
確
認
し
、
決
済
が
で

き
な
い
よ
う
に
設
定
す
る
よ
う

伝
え
ま
し
た
。
ま
た
今
後
、
不
審

な
メ
ー
ル
が
届
い
て
も
Ｕ
Ｒ
Ｌ

な
ど
を
ク
リ
ッ
ク
せ
ず
削
除
す

る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。

そ
れ
詐
欺
か
も
…

宅
配
業
者
を
装
っ
た
不
在
通
知

の
偽
メ
ー
ル
が
増
加
中
！

　

宅
配
業
者
を
装
っ
た
不
在
通

知
メ
ー
ル
で
、
偽
サ
イ
ト
に
誘
導

し
た
後
、
不
正
な
ア
プ
リ
を
イ
ン

ス
ト
ー
ル
さ
せ
た
り
、
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
な
ど
を
入
力
さ
せ
た

り
し
て
、
身
に
覚
え
の
な
い
請
求

を
す
る
悪
質
な
手
口
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
相

談
コ
ー
ナ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◆ 

出
前
講
座
の
申
し
込
み
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
内
容

ア
ド
バ
イ
ス

〜 

宅
配
業
者
を
装
っ
た
不
在
通
知
の
偽
メ
ー
ル
に

ご
注
意
を
〜

■消費生活相談員による
相談コーナー

自治振興課（役場１階）
☎286ｰ3128
月～金曜日

午前９時～正午、午後１時～４時
■消費者ホットライン

　　　　　　
☎局番なしの１８８

イ ヤ ヤ

【開館時間】 平日 午前10時～午後８時/土日祝 午前10時～午後６時　【３月の休館】 １日㈪、８日㈪、15日㈪､ 22日㈪、25日㈭､ 29日㈪

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

図
書
館
／
消
費
生
活
相
談

イ
ク
フ
レ

ふ
る
さ
と
ふ
ち
ゅ
う

消
防
／
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ち
の
わ
だ
い
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